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主な新機能、強化機能一覧

◼ 開発環境機能の強化
⚫ COBOL 言語

⚫ コンパイラ指令

⚫ Interface Mapping Toolkit

⚫ IDE エディター機能

⚫ Eclipse IDE

⚫ Visual Studio IDE

⚫ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン

◼ 実行環境機能の強化
⚫ casverify コマンドの追加
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◼ Enterprise Developer/Server 固有機能の拡張

⚫ Micro Focus™ Unit Testing Framework

⚫ ターミナルエミュレーション

⚫ PL/I サポート

⚫ casout コマンドの強化

⚫ CICS API の強化

⚫ アプリケーション診断レポートの強化

⚫ スケールアウト パフォーマンス / 可用性クラスター（PAC）機能の強化

⚫ JES 機能の強化：アーカイブ JES スプールの表示

⚫ JES セキュリティの強化

⚫ トレース機能の強化

主な新機能、強化機能一覧
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主な新機能、強化機能一覧

◼ 対応プラットフォームとデータベース

⚫対応プラットフォーム (*1)

⚫対応データベース

⚫対応 Java バージョン (*1)

⚫対応 Java Application Servers /対応 Middleware (*1)

*1) 最新情報は弊社ホームページから製品を選択して稼働環境をご確認ください。

• Micro Focus™ Visual COBOL 9.0J / Micro Focus™ COBOL Server 9.0J：

「よくあるご質問」>「Visual COBOLの稼働環境は？」

• Micro Focus™ Enterprise Developer 9.0J / Micro Focus™ Enterprise Server 9.0J：

「よくあるご質問」>「エンタープライズ製品の稼働環境は？」

https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/cobol/faq/visualcobol/#101
https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/enterprise/faq/#101
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開発環境機能の強化
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開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio

◼ COBOL 言語（1/5）

⚫ 言語機能の拡張

⚫ 集団項目内のデータ項目指定に “::” を利用できるようになりました。

⚫ PERFORM 内で declare 定義された項目は、PERFORM 呼び出し毎に
新たなメモリが確保されるようになりました。

目次へ
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◼ COBOL 言語（2/5）

⚫ 言語機能の拡張

⚫ Section にパラメータ（引数、戻り値）を設定できるようになりました。

⚫ CBL_STRING_CONVERT 関数で BASE64 エンコーディングを扱えるよ
うになりました。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ COBOL 言語（3/5）

⚫ 言語機能の拡張

⚫ 環境に合わせた条件付きコンパイルを行うための変数が追加されました。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ COBOL 言語（4/5）

⚫ IBM Enterprise COBOL 6.4 との互換性（1）

⚫ ユーザー定義関数が組み込み関数のように利用できるようになりました。

目次へ

➢ ユーザー定義関数 ➢ メインプロシージャ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ COBOL 言語（5/5）

⚫ IBM Enterprise COBOL 6.4 との互換性（2）

⚫ Java と COBOL の相互運用性が向上し、ネイティブ COBOL プログラム
から static 定義された Java メソッドの呼び出しや、Java メソッド内か
ら ネイティブ COBOL プログラムを呼び出せるようになりました。

目次へ

➢ COBOL から Java の呼び出し

➢ Java から COBOL の呼び出し

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ コンパイラ指令

以下の指令が追加されました。

目次へ

ALPHA-LIT-CONT DECLARE INITIAL

ILEXPOSEALPHA ILEXPOSEGROUP ILSTRINGLOAD

MANAGED-FNC-PARAM-BY

JAVA-SHARABLE JAVA-CALLABLE JAVA-GEN-PROGS

JAVA-GEN-STRG JAVA-JAVA-OUTPUT-PATH JAVA-PACKAGE-NAME

Eclipse のみ：Java と COBOL の相互運用機能向けの指令

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ Interface Mapping Kit

⚫ OpenAPI (yaml) スキーマからのクライアントプログラム生成

OpenAPI スキーマからのクライアントプログラム生成機能は、
json 形式に加え yaml 形式もサポートしました。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ IDE エディター機能（1/2）

⚫ コードクリーンアップ機能に新たな設定を追加

コードのクリーンアップを行った際に、キーワードの大文字・
小文字を統一する設定が追加されました。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ IDE エディター機能（2/2）

⚫ JSON データ貼り付けによるクラスの生成

JVM COBOL, .NET COBOL のプログラム上で、クリップボード上の
JSON データを構造に沿ったクラスを自動生成できます。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse Visual Studio
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◼ Eclipse IDE（1/3）

⚫ コードカバレッジ結果のエクスポート機能

IDE 上で実施したコードカバレッジ結果のエクスポート機能が
追加されました。

⚫ COBOL と Java の相互運用を実現するプロジェクトテンプレートの追加

COBOL と Java を同時に運用可能なプロジェクトを作成できます。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse



16© 2023 Open Text

◼ Eclipse IDE（2/3）

⚫ エディター上での折りたたみ機能の追加

集団項目や EVALUATE 句に対する折りたたみ設定が
追加されました。

⚫ 保存時の自動行番号付加設定の追加

ファイル保存時に自動的に行番号が設定できる機能が追加されました。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse
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◼ Eclipse IDE（3/3）

⚫ 終止符位置で未記述の END-* 情報の表示

暗黙的な END-* による意図しないプログラムフローを防止できます。

目次へ

開発環境機能の強化 Eclipse
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◼ Visual Studio IDE

⚫ .NET6 動作モジュールの改善

.NET6 上で動作に必要なパッケージを分割することで、
ポータビリティが向上しました。

目次へ

開発環境機能の強化 Visual Studio
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◼ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン

⚫ Eclipse 4.24（2022-06）

製品に同梱されています。

⚫ Visual Studio 2022

目次へ

注意：

・上記以外のバージョンはサポート対象外となります。

・Eclipse を実行するには 64 ビットの Java 11 以降が必要です。

・Adoptium OpenJDK Temurin 17 がインストールされます。

開発環境機能の強化
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実行環境機能の強化
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◼ casverify コマンドの追加

Enterprise Server インスタンスが停止中であっても、その構成をコマ
ンドで確認できるようになりました。 即時に診断情報を作成すること
ができ、JSON 形式でも出力することができます。

注意：

リモート操作は未サポートです。 目次へ

実行環境機能の強化 COBOL Server Enterprise Server
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Enterprise Developer/Server
固有機能の拡張
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Enterprise Developer 固有機能の拡張

◼ Micro Focus™ Unit Testing Framework

⚫ EXEC CICS, EXEC SQL テストの強化

Micro Focus™ Unit Test Seam プリプロセッサ（MFUPP）が、
EXEC CICS または EXEC SQL ステートメントを含む自己完結
型のユニットテストの作成を支援するように強化されました。
テストするソース、エントリー、モック 結果ファイル

コマンドによる

生成と実行

Eclipse Visual Studio

目次へ
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◼ ターミナル エミュレーション

⚫ Host Access for the Cloud（HACloud）

Web ベースのエミュレータをデバッグに使用することができるように
なりました。また、セッション構成オプションが変更可能になりました。

注意：

ダブルバイト文字は未サポートです。 目次へ

Enterprise Developer 固有機能の拡張 Eclipse Visual Studio
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◼ PL/I サポート（1/2）

⚫ コンパイラの互換性強化

⚫ QUICKSORT, QUICKSORT 組み込み関数をサポート

⚫ AUTOMATIC, DEFINED, BASED の制限付き宣言をサポート

⚫ XMLCONTENT 属性のサポート

⚫ RELEASE 文は OPTIONS(FETCHABLE) としてサポート

⚫ FIXEDOVERFLOW 条件をサポート

⚫ FIXED DECIMAL オプションの FOFLONASGN, FOFLONDIV, 

FOFLONMULT, FORCEODD をサポート

目次へ

Enterprise Developer 固有機能の拡張 Eclipse Visual Studio
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◼ PL/I サポート（2/2）

⚫ コンパイラの互換性強化

⚫ BSS セクションへ初期化されていない静的データの配置をサポート

⚫ PL/I FETCH xxxx SET() 構文の PL/I ENTRY LIMITED をサポート

⚫ PL/I マクロ プリプロセッサの強化

⚫ COMMENT 組み込み関数が 100 バイト以上のコメントをサポート

⚫ プリプロセッサオプション -tagmin が %SDEBUG; と %RDEBUG; 

文をサポート

目次へ

Enterprise Developer 固有機能の拡張 Eclipse Visual Studio
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◼ casout コマンドの強化

JCL ジョブの再起動に利用できる casout コマンドに、
ジョブステップ一覧を JSON 形式またはテーブルに出力
できるオプションが追加されました。

◼ CICS API の強化

SEND MAP、RECEIVE MAP コマンドの

MAPPINGDEV オプションが追加

されました。

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ アプリケーション診断レポートの強化

CICS API エラー、ランタイムシステム (RTS) エラー、
JCL プロセスエラーに関する情報を収集し、1 つのレポートファイル
としてシステムディレクトリへ出力できます。

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ スケールアウト パフォーマンス / 可用性クラスター
（PAC）機能の強化

PAC に接続されているすべての TN3270 クライアントが表示できるよう
になりました。これにより PAC 全体にわたるクライアントを管理および
監視することができます。

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ JES 機能の強化：アーカイブ JES スプールの表示

ハウスキーピング機能で作成されたアーカイブ JES スプールをマージ
して、ESCWA の JES 機能から参照できるようになりました。

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ JES セキュリティの強化（1/2）

⚫ ロードライブラリの限定

主要なユーティリティやユーザープログラムをロードするライブラリ
を限定し、権限のないユーザーによるプログラムの実行を防ぐことが
できるようになりました。

コンソールログ：SYS1.LNKLIB のエントリーリストが表示されます。
JES 構成：指定値

JCL 実行スプール：ロードするライブラリが表示されます。

JCL カタログ情報：SYS1.LNKLIB は表示されません。

目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張
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◼ JES セキュリティの強化（2/2）

⚫ ES_JES_HIGHER_SECURITY_LEVEL 環境変数の追加

SYS1.LNKLIB のエントリーリストと合わせて、ロードするセキュリ
ティレベルを指定することができます。

０：「SYS1.LNKLIB にロードするプログラムが見つからない」という警告メッセージを抑止します。

１：（デフォルト値）前バージョンと同じ動きになり、「SYS1.LNKLIB のエントリーがない」、

「SYS1.LNKLIB にロードするプログラムが見つからない」という警告メッセージが出力されます。

２：SYS1.LNKLIB エントリーリストや STEPLIB、JOBLIB からプログラムがロードされます。

これら以外の場所にあるプログラムはロードされません。

３：PROGRAM および PHYSFILE セキュリティクラスに対するチェックが行われます。

失敗すると警告メッセージが出力されます。

４：PROGRAM および PHYSFILE セキュリティクラスに対するチェックが行われます。

失敗するとセキュリティエラーでジョブが終了します。 目次へ

Enterprise Server 固有機能の拡張



33© 2023 Open Text

目次へ

◼ トレース機能の強化

⚫ Common Communications Interface (CCI)トレース

CCI.INI ファイルでトレースオプションを設定しなくても、CTF
（Consolidated Trace Facility）設定ファイルのみで CCI トレースを
有効にすることができるようになりました。

Enterprise Server 固有機能の拡張
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対応プラットフォームとデータベース
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対応プラットフォーム（1/3）

◼ Microsoft Windows (x86-64)

⚫ Windows 10 (*1), 11

⚫ Windows Server 2016, 2019, 2022

*1)

32 ビット Windows には製品をインストールできません。

64 ビット Windows 上にて 32 / 64 ビットのアプリケーションが開発できます。

目次へ
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対応プラットフォーム（2/3）

◼ RHEL(x86-64)

Red Hat Enterprise Linux 7.x, 8.x, 9.x

◼ Oracle Linux 7.x, 8.x

Unbreakable Enterprise Kernel, Red Hat Compatible Kernel

◼ RHEL(390)

Red Hat Enterprise Linux  8.x(x は 2 以降)

◼ Rocky Linux(x86-64)

Rocky 8.x, 9.x

目次へ
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対応プラットフォーム（3/3）

◼ Amazon Linux 2

◼ SLES (x64), SLES (390)

SUSE Enterprise Linux Server 12, 15

◼ IBM AIX (POWER)

AIX 7.2, 7.3

◼ Solaris (SPARC)

Solaris 11

◼ Solaris (x86-64)：Visual COBOL は除く

Solaris 11
目次へ
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対応データベース（1/2）

◼ Oracle

19c, 21c

◼ Microsoft SQL Server

2016, 2017, 2019, 2022

◼ Microsoft Azure SQL Database

◼ Microsoft Azure SQL Managed Instance

◼ IBM Db2

11.1, 11.5

目次へ
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対応データベース（2/2）

◼ PostgreSQL

12.x, 13.x, 14.x

◼ Amazon Aurora for PostgreSQL / 

Amazon RDS for PostgreSQL

12.x, 13.x, 14.x

◼ MySQL

8.0

目次へ
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対応 Java バージョン

◼ Oracle Java 8, 11, 17

◼ Adoptium OpenJDK Temurin 8, 11, 17

注意：
Eclipse IDE の利用には Java 11 (64-bit) が必要です。

目次へ
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対応 Java Application Servers

◼ Apache Tomcat 10.1

◼ JBoss EAP 7.x(*1)

◼ Oracle WebLogic 12.2.x, 14.1.x

◼ IBM WebSphere 8.5.5, 9.0

 WebSphere Liberty 22.0.0.x

対応 Middleware

*1) テスト済みアプリケーションサーバーバージョン： 7.4.3

◼ IBM’s MQ series

9.x
記載した対応情報は代表例となります。
対応状況については別途お問合せください。 目次へ
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本スライドに記載の内容を Open Text の許可無く転載することを禁じます。
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